
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の挿入部を外部環境から絶縁するために上記挿入部に着脱自在に被覆される外套シ
ースと、先端が上記外套シースの先端部分に開口し、基端が上記内視鏡の処置具挿通管路
内を通過してその基端から延出する可撓性の処置具挿通チューブとを有する内視鏡の汚染
防止装置において、
上記処置具挿通チューブの基端寄りの部分を滑らかな円弧状の第１の曲がり癖がついた形
状に形成すると共に、上記処置具挿通チューブの基端付近を、上記第１の曲がり癖より小
さな曲率半径の滑らかな円弧状の第２の曲がり癖が上記第１の曲がり癖と同方向についた
形状に形成したことを特徴とする内視鏡の汚染防止装置。
【請求項２】
上記処置具挿通チューブの基端付近が、端部側へ次第に細くなる形状に形成されている請
求項１記載の内視鏡の汚染防止装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、体内に挿入される内視鏡の挿入部が体内の汚液に直接接触しないように、内
視鏡の挿入部に着脱自在に取り付けられる内視鏡の汚染防止装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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体内に挿入される内視鏡の挿入部が体内の汚液に直接接触しないようにするためには、内
視鏡の挿入部を被覆するだけでなく、処置具使用時に内視鏡の処置具挿通管路が汚液等で
汚されないようにする必要がある。
【０００３】
そこで、図７に示されるように、内視鏡の汚染防止装置には、内視鏡の挿入部を外部環境
から絶縁するために挿入部に着脱自在に被覆される外套シース２０と、外套シース２０内
に挿通配置されて基端寄りの部分２３Ａが外套シース２０の基端から外方に延出する処置
具挿通チューブ２３とが設けられている（特開平１－２４４７３２号等）。
【０００４】
そのような処置具挿通チューブ２３は、先端が外套シース２０の先端部分に開口しており
、基端が内視鏡の処置具挿通管路内を通過してその基端から延出するようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
図６は、汚染防止装置装着の対象となる一般的な内視鏡１０を示しており、先端に観察窓
１４が配置された可撓性の挿入部１１の基端に操作部１５が連結されている。１９はその
連結部である。
【０００６】
挿入部１１内には処置具挿通管路１７が挿通配置されていて、その先端開口１７ａは挿入
部１１の先端に配置され、基端側開口１７ｂは操作部１５に配置されている。
【０００７】
そして、吸引操作弁１８に連通する吸引管路１６が、操作部１５内において処置具挿通管
路１７から分岐している。その分岐口９は、処置具挿通管路１７が基端側開口１７ｂに向
かって曲がっているカーブ部分の外周側に位置している。
【０００８】
したがって、内視鏡１０の挿入部１１に汚染防止装置の外套シース２０を被覆し、処置具
挿通チューブ２３を処置具挿通管路１７に通していくと、図８に示されるように、処置具
挿通チューブ２３の基端付近２３ａが処置具挿通管路１７と吸引管路１６との分岐口９に
突き当たった状態になってそれ以上進めることができなくなってしまい、内視鏡１０の使
用準備に徒に時間がかかってしまう場合がある。
【０００９】
そこで本発明は、外套シース内に挿通配置された可撓性の処置具挿通チューブの基端を、
吸引管路との分岐口に引っ掛かることなく内視鏡の処置具挿通管路の基端から容易に延出
させることができる内視鏡の汚染防止装置を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の汚染防止装置は、内視鏡の挿入部を外部環
境から絶縁するために挿入部に着脱自在に被覆される外套シースと、先端が外套シースの
先端部分に開口し、基端が内視鏡の処置具挿通管路内を通過してその基端から延出する可
撓性の処置具挿通チューブとを有する内視鏡の汚染防止装置において、処置具挿通チュー
ブの基端寄りの部分を滑らかな円弧状の第１の曲がり癖がついた形状に形成すると共に、
処置具挿通チューブの基端付近を、第１の曲がり癖より小さな曲率半径の滑らかな円弧状
の第２の曲がり癖が第１の曲がり癖と同方向についた形状に形成したものである。
【００１１】
なお、処置具挿通チューブの基端付近が、端部側へ次第に細くなる形状に形成されていて
もよい。
【００１２】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図１は、本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置を示しており、内視鏡１０の挿入
部１１に着脱自在に被覆される外套シース２０には、例えばシリコンゴムチューブ等のよ
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うな伸縮性のある材料によって薄肉円筒状に形成されたカバー筒２１が、内視鏡１０の挿
入部１１に着脱自在に被覆されるように設けられ、その先端には透明な部材により形成さ
れた先端キャップ２２が水密に取り付けられている。
【００１３】
カバー筒２１の基端に固着された連結環２４は、内視鏡１０の操作部１５と挿入部１１と
の連結部１９付近に係脱自在になっていて、手動固定ネジ２５を締め付けることにより連
結部１９に任意に固定することができる。
【００１４】
外套シース２０内には、例えば可撓性の四フッ化エチレン樹脂チューブからなる処置具挿
通チューブ（兼吸引チューブ）２３が全長にわたって挿通配置されている。
【００１５】
そして、処置具挿通チューブ２３の先端は先端キャップ２２の先端面において外面に開口
するように先端キャップ２２に接続されており、処置具挿通チューブ２３の基端寄りの部
分２３Ａは連結環２４内を通って後方に長く延出している。
【００１６】
この処置具挿通チューブ２３は、内視鏡１０の処置具挿通管路１７内に全長にわたって通
過させることができる径に形成されており、処置具挿通チューブ２３の基端寄りの部分２
３Ａは、内視鏡１０の処置具挿通管路１７の基端側開口１７ｂから十分に延出する長さに
設定されている。
【００１７】
処置具挿通チューブ２３の基端寄りの部分２３Ａは、例えば曲率半径ＲがＲ＝５０～１０
０ｃｍ程度の滑らかな円弧状の第１の曲がり癖がついた形状に形成されている。
【００１８】
そして、さらにその基端付近２３ａ付近には、第１の曲がり癖の曲率半径Ｒより小さな曲
率半径ｒの滑らかな円弧状の第２の曲がり癖が、第１の曲がり癖と同方向につけられてい
る。なお、第２の曲がり癖の曲率半径ｒの大きさは、例えば第１の曲がり癖の曲率半径Ｒ
の大きさの１０分の１～２分の１程度である。
【００１９】
このように構成された汚染防止装置を、図２に示されるように、内視鏡１０に装着してい
くと、内視鏡１０の処置具挿通管路１７に通された処置具挿通チューブ２３の基端付近２
３ａが処置具挿通管路１７と吸引管路１６との分岐部に差しかかる。
【００２０】
そこでは、第１の曲がり癖がつけられている処置具挿通チューブ２３の基端寄りの部分２
３Ａが、処置具挿通管路１７の基端側開口１７ｂに向かうカーブに沿う状態になる。
【００２１】
そして、より小さな曲率半径の第２の曲がり癖がつけられている処置具挿通チューブ２３
の基端付近２３ａは、処置具挿通管路１７のカーブの内周側に接触する状態になるので、
吸引管路１６との分岐口９に引っ掛からない。したがって、処置具挿通チューブ２３の基
端付近２３ａを基端側開口１７ｂからスムーズに延出させることができる。
【００２２】
処置具挿通チューブ２３の基端付近２３ａが処置具挿通管路１７の基端側開口１７ｂから
延出したら、図３に示されるように、手動固定ネジ２５を締め込んで連結環２４を連結部
１９に固定してから、処置具挿通チューブ２３の基端寄りの部分２３Ａを適切な長さに切
断し、図４に示されるように、その部分に接続アダプタ３０を接続する。
【００２３】
この実施例の接続アダプタ３０は、図示されていない吸引チューブが接続される吸引口金
３２がアダプタ本体３１の側面に突設され、アダプタ本体３１と螺合連結された処置具挿
入口金３３の外端部に鉗子栓３４が取り付けられた構成になっている。
【００２４】
そして、処置具挿通チューブ２３の基端寄りの部分２３Ａの切断されずに残された部分が

10

20

30

40

50

(3) JP 3911151 B2 2007.5.9



、処置具挿入口金３３の軸線位置に貫通形成された処置具挿通孔３３ａに嵌挿されて、Ｏ
リング３５によりシールされた状態で接続アダプタ３０に接続される。
【００２５】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図５に示されるように、処
置具挿通チューブ２３の基端付近２３ａを基端寄りの部分２３Ａより小さな曲率半径でカ
ーブさせると同時に、端部側へ次第に細くなる形状に形成してもよい。このようにするこ
とにより、処置具挿通管路１７の通過がよりスムーズになる。
【００２６】
【発明の効果】
本発明によれば、処置具挿通チューブの基端寄りの部分を滑らかな円弧状の第１の曲がり
癖がついた形状に形成すると共に、処置具挿通チューブの基端付近を、第１の曲がり癖よ
り小さな曲率半径の滑らかな円弧状の第２の曲がり癖が第１の曲がり癖と同方向についた
形状に形成したことにより、外套シース内に挿通配置された可撓性の処置具挿通チューブ
の基端を、吸引管路との分岐口に引っ掛かることなく内視鏡の処置具挿通管路の基端から
容易に延出させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置の使用準備状態の側面断面図であ
る。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置の使用準備状態の側面断面図であ
る。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の汚染防止装置の使用準備が完了した状態の側面
断面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡の汚染防止装置の処置具挿通チューブの部分側面
図である。
【図６】内視鏡の側面略示図である。
【図７】従来の内視鏡の汚染防止装置の側面断面図である。
【図８】従来の内視鏡の汚染防止装置の使用準備状態の側面断面図である。
【符号の説明】
９　分岐口
１０　内視鏡
１１　挿入部
１４　観察窓
１５　操作部
１７　処置具挿通管路
１７ａ　先端開口
１７ｂ　基端側開口
２０　外套シース
２１　カバー筒
２３　処置具挿通チューブ
２３Ａ　基端寄りの部分
２３ａ　基端付近
３０　接続アダプタ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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